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卸売業 回答事業所22件（回答率88.0％）－業況判断指数　前期比後退 ▲40.9 －

製造業 回答事業所29件（回答率80.6％）－業況判断指数　前期比後退 ▲37.9 －

　管内卸売業22社による業況判断指数は「▲
40.9」、前期比10.5ポイント後退し、前年同
期比でも32.2ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲50.0」、前期比
32.4ポイント後退、郡部は「▲16.7」前期比
50.0ポイント改善した。
　売上額指数は「▲4.5」、前期比4.5ポイン
ト後退し、前年同期比でも4.5ポイント後退
した。
　収益指数は「4.5」、前期比8.9ポイント
改善し、前年同期比でも8.9ポイント改善し
た。

　管内製造業29社による業況判断指数は「▲
37.9」、前期比27.9ポイント後退、前年同期
比についても31.0ポイント後退した。
　地域別では、市部が「▲47.4」前期比47.4
ポイント後退、郡部は「▲20.0」前期比13.3
ポイント改善した。
　売上額指数は「3.4」、前期比10.1ポイント
改善したが、前年同期比は6.9ポイント後退
した。
　収益指数は「▲3.4」、前期比16.8ポイント
後退し、前年同期比でも6.9ポイントの後退
であった。
　業況判断指数は１頁の表参照
　売上額指数、収益指数は４頁の表参照
　以下各業種とも同じ

｢業況判断｣(D.I.)の回答の内訳
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建設業 回答事業所52件（回答率86.7％）－業況判断指数　前期比改善 5.9 －

運輸業 回答事業所17件（回答率94.4％）－業況判断指数　前期比改善 ▲5.9 －

　管内運輸業17社による業況判断指数は「▲
5.9」、前期比41.2ポイント改善、前年同期比
では5.9ポイントの後退となった。
　地域別では、市部が「▲33.3」で前期比
44.4ポイント改善し、郡部でも「25.0」と前
期比37.5ポイント改善した。
　売上額指数は「23.5」、前期比5.9ポイント
改善、前年同期比では11.8ポイントの後退と
なった。
　収益指数は「17.6」、前期比は横這い、前
年同期比では23.5ポイント後退した。

小売業 回答事業所58件（回答率85.3％）－業況判断指数　前期比後退 ▲19.6 －

　管内小売業58社による業況判断指数は「▲
19.6」、前期比1.0ポイント後退、前年同期比
では17.0ポイント改善した。
　地域別では、市部が「▲3.3」前期比6.0ポ
イント改善、郡部は「▲38.5」となり、前期
比8.8ポイント後退した。
　売上額指数は「▲19.0」、前期比17.3ポイ
ント後退、前年同期比でも0.6ポイント後退
した。
　収益指数は「▲27.6」、前期比17.4ポイン
ト後退、前年同期比では0.7ポイント改善し
た。
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　管内建設業52社による業況判断指数は
「5.9」、前期比16.6ポイント改善し、前年同
期比でも5.9ポイント改善した。
　地域別では、市部が「11.4」前期比16.7ポ
イント改善し、郡部も「▲6.3」で前期比16.0
ポイント改善した。
　売上額指数は「9.8」、前期比11.6ポイント
改善したが、前年同期比では3.2ポイント後
退した。
　収益指数は「3.9」、前期比14.6ポイント
改善し、前年同期比でも3.9ポイント改善し
た。
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鉱　業 回答事業所５件（回答率100.0％）－業況判断指数　前期比後退 60.0 －

不動産業 回答事業所９件（回答率69.2％）－業況判断指数　前期比横這い 0.0 －

　管内鉱業5社による業況判断指数は
「60.0」、前期比20.0ポイントの後退、前年
同期比では10.0ポイントの改善であった。
　地域別では、市部が「0.0」、前期比横這
い、郡部は「75.0」で前期比25.0ポイント後
退した。
　売上額指数は「▲20.0」前期比80.0ポイン
トの後退、前年同期比でも20.0ポイントの後
退となった。
　収益指数は「▲20.0」前期比80.0ポイント
の後退、前年同期比でも20.0ポイントの後退
であった。

　管内不動産業9社による業況判断指数は
「0.0」、前期比横這い、前年同期比では30.0
ポイントの改善であった。
　地域別では、市部が「▲12.5」前期比12.5
ポイント後退、郡部では「100.0」と前期比
100.0ポイントの改善であった。
　売上額指数は「▲11.1」、前期比11.1ポイ
ント後退、前年同期比では8.9ポイントの改
善となった。
　収益指数は「▲11.1」前期比横這い、前年
同期比では11.1ポイント後退した。

サービス業 回答事業所46件（回答率88.5%）－業況判断指数　前期比改善 0.0 －

　管内サービス業46社による業況判断指数は
「0.0」、前期比4.4ポイント改善し、前年同
期比でも17.8ポイント改善した。
　地域別では、市部が「3.1」前期比6.4ポイ
ント改善、郡部では「▲7.1」前期比は横這
いであった。
　売上額指数は「▲20.0」、前期比31.1ポイ
ント後退、前年同期比も6.7ポイントの後退
となった。
　収益指数は「▲22.2」、前期比35.6ポイン
ト後退、前年同期比では6.7ポイントの改善
となった。
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特別調査アンケート結果 〜2026年（令和8年）の経営見通し〜

◎�悪い(やや悪い～非常に悪い)が42.1％。D.I.指数は▲26.7と昨年より改善
　2026年の日本の景気見通しは、「良い(非常に良い～やや良い)」15.4％(35先)、「普通」が42.5％(97
先、「悪い(やや悪い～非常に悪い)」が42.1％（96先）となった。「良い－悪い」のD.I.指数は▲26.7と
なり、昨年の同調査(2025年の日本の景気見通し▲49.2と比べると22.5ポイント改善した。
日本の景気見通しのD.I.指数は、2022年見通し▲54.9、2023年同▲56.7、2024年同▲32.2、2025年同▲
49.2の推移であったが、今回は改善をみせている。

◎全業種のD.I.指数は昨年同調査時より改善
　2026年の自社の業況見通しは、「良い(非常に良い～やや良い)」が12.6％(29先)、「普通」が47.6％(109
先)、「悪い(やや悪い～非常に悪い)」が39.8％(91先)となった。「良い－悪い」のD.I,指数は▲27.2となり、
昨年の同調査(2025年の自社の業況見通し)▲32.0と比べると4.8ポイントの改善であった。
業種別で見ていくと、昨年より改善となっているのは、製造業18.2ポイント、建設業15.0ポイント、サー
ビス業18.6ポイント、鉱業5.0ポイントであった。
　地域別では、ここの表には出ていないが、市部の卸売業で「やや悪い＋悪い」が62.6％、郡部の小売業
で「やや悪い＋悪い」が66.7％と60％超えが目立つところであった。

◎�増加22.6％(52先)、変わらない43.5％(100先)、減少33.9％(78先)
　2026年の自社の売上額の伸び率は、「変わらない」が43.5％(100先)、「10％未満の減少」が22.2％(51先)、
「10％未満の増加」が17.4％(40先)と続いた。
　昨年の同調査(2025年の売上額伸び率の見通し)と比較して「増加(30％以上の増加～10％未満の増加)」が
3.1％減（25.7％→22.6％）、「変わらない」が6.6％増(36.9％→43.5％)、「減少(10％未満の減少～30％以上の
減少)」が3.4％減(37.3％→33.9％)となり、D.I.指数は▲11.6から▲11.3と若干の改善となった。
　業種別で見ると、前回調査のD.I.指数が、卸売業・運輸業・鉱業・不動産業でプラスであったが、今回調
査では、卸売業がマイナスに転じたが、製造業・運輸業・サービス業・鉱業・不動産業でプラスとなった。

問２　�2026年の自社の業況(景気)をどのように見通していますか。

問３　�2026年において、貴社の売上額の伸び率は、2025年に比べお
およそどのくらいになると見通していますか。

問１　�2026 年の日本の景気をどのように見通していますか。

　　単位：％
2026年の日本の景気の見通しは(回答数:228先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

　良い　（非常に良い～やや良い） 15.4 13.7 14.3 11.1 25.0 20.0 11.6 0.0 11.1
非常に良い 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
良い 3.1 3.4 0.0 3.7 3.8 0.0 2.3 0.0 11.1
やや良い 12.3 10.3 14.3 7.4 21.2 20.0 9.3 0.0 0.0

　普　通 42.5 55.3 42.9 31.5 36.6 60.0 44.2 100.0 33.4
　悪い　（やや悪い～非常に悪い） 42.1 31.0 42.8 57.4 38.4 20.0 44.2 0.0 55.5

やや悪い 32.9 27.6 23.8 38.9 34.6 13.3 39.5 0.0 44.4
悪い 9.2 3.4 19.0 18.5 3.8 6.7 4.7 0.0 11.1
非常に悪い 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

　　単位：％
2026年の自社の業況(景気)の見通しは(回答数:229先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
　良い　（非常に良い～やや良い） 12.6 13.7 9.5 8.9 15.7 20.0 11.6 20.0 11.1

非常に良い 0.4 3.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
良い 1.3 0.0 0.0 0.0 3.9 0.0 2.3 0.0 0.0
やや良い 10.9 10.3 9.5 8.9 11.8 20.0 9.3 20.0 11.1

　普　通 47.6 58.8 33.3 33.9 49.0 40.0 60.5 80.0 55.6
　悪い　（やや悪い～非常に悪い） 39.8 27.5 57.2 57.2 35.3 40.0 27.9 0.0 33.3

やや悪い 34.1 20.7 52.4 51.8 27.4 40.0 20.9 0.0 33.3
悪い 4.8 3.4 4.8 5.4 5.9 0.0 7.0 0.0 0.0
非常に悪い 0.9 3.4 0.0 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0
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問５　�政府は、2027年3月末までに約束手形の利用廃止、小切手の全面的
な電子化の方針を示しています。貴社では、現時点で、企業間の資
金決済の手段として、紙の手形・小切手を使っていますか。

　　　※選択肢上の「ＩＢ」はインターネットバンキングを指すものとします。

問４　�自社の業績が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。

　　単位：％
2026年の自社の売上額の伸び率の見通しは(回答数：230先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産

　増加（30％以上～ 10％未満） 22.6 27.6 19.0 14.3 17.3 40.0 25.6 60.0 33.3
30％以上の増加 0.9 0.0 0.0 0.0 3.8 0.0 0.0 0.0 0.0
20 ～ 29％の増加 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
10 ～ 19％の増加 4.3 6.9 0.0 3.6 5.8 6.7 2.3 20.0 0.0
10％未満の増加 17.4 20.7 19.0 10.7 7.7 33.3 23.3 40.0 33.3

　変わらない 43.5 48.3 43.0 41.1 38.5 33.3 55.7 20.0 44.5
　減少（10％未満～ 30％以上） 33.9 24.1 38.0 44.6 44.2 26.7 18.7 20.0 22.2

10％未満の減少 22.2 24.1 19.0 32.1 26.9 26.7 7.0 20.0 0.0
10 ～ 19％の減少 7.0 0.0 19.0 7.1 7.7 0.0 7.0 0.0 11.1
20 ～ 29％の減少 3.0 0.0 0.0 3.6 3.8 0.0 4.7 0.0 11.1
30％以上の減少 1.7 0.0 0.0 1.8 5.8 0.0 0.0 0.0 0.0

単位：％
自社の業況が上向く転換点は（回答数：221先） 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
すでに上向いている 14.5 10.3 15.0 15.1 18.4 0.0 14.3 40.0 12.5
６か月以内 8.1 10.3 10.0 1.9 12.2 13.3 7.1 0.0 12.5
１年後 16.3 10.3 20.0 20.8 16.3 20.0 11.9 20.0 12.5
２年後 7.7 13.8 5.0 5.7 6.1 0.0 11.9 0.0 12.5
３年後 8.6 13.8 10.0 0.0 4.1 20.0 16.7 0.0 12.5
３年超 5.9 10.3 10.0 7.5 6.1 0.0 2.4 0.0 0.0
業況改善の見通しは立たない 38.9 31.2 30.0 49.0 36.8 46.7 35.7 40.0 37.5

単位：％
紙の手形・小切手の利用状況(回答数：220先) 全 業 種 製 造 業 卸 売 業 小 売 業 建 設 業 運 輸 業 サービス業 鉱 業 不 動 産
紙の手形・小切手を使っている
取引先との慣行で使わざるを得ない 18.6 20.7 25.0 21.5 24.5 7.1 7.0 60.0 0.0
経理事務の変更が困難 5.9 3.4 0.0 3.9 10.2 14.3 7.0 0.0 0.0
コスト面で現状のままが最適 5.9 6.9 5.0 3.9 8.2 14.3 4.7 0.0 0.0
でんさい、I B 等のセキュリティ面に懸念 2.7 3.4 5.0 2.0 0.0 0.0 2.3 0.0 22.2
でんさい、I B 等の操作面に懸念 2.7 0.0 0.0 7.8 4.1 0.0 0.0 0.0 0.0
その他 5.5 17.2 5.0 2.0 4.1 0.0 4.7 20.0 0.0

紙の手形・小切手をやめた
でんさい 8.2 20.7 30.0 2.0 6.1 0.0 2.3 20.0 0.0
I B 9.5 13.8 0.0 5.9 12.2 28.6 7.0 0.0 11.1
その他 0.9 0.0 0.0 0.0 2.0 0.0 2.3 0.0 0.0

そもそも使っていない
使っていない 40.1 13.9 30.0 51.0 28.6 35.7 62.7 0.0 66.7

◎前回調査同様「業況改善の見通しは立たない」が最多
　自社の業況が上向く転換点については、「業況改善の見通しは立たない」が38.9％ (86先)、次いで「１
年後」が16.3％ (36先)、「すでに上向いている」14.5％ (32先)、「3年後」が8.6％ (19先)の順となっている

◎「そもそも使っていないが４割を占める」
　「そもそも使っていない」は、全業種では、40.1％であるが、業種的にバラツキが窺える。製造業で
13.9％、鉱業で0.0％であるのに対して、不動産業66.7％、サービス業62.7％、小売業51.0％であった。
　「紙の手形・小切手を使っている」の中では、運輸業・サービス業を除き、「取引先との慣行で使わざる
を得ない」がもっとも多い割合であった。運輸業においては、「経理事務の変更が困難」「コスト面で現状
のままが最適」も一定の割合を占めた。
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管内主要経済統計管内主要経済統計
１．製 造 業 の 状 況
主要製造業生産動向  （単位：比％）

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

紙製品出荷実績
　　　  トン

前　年
同月比

うち板紙
　　　トン

前　年
同月比

06年10月 63,509 ▲ 0.9 18,218 - 07年05月 59,340 ▲ 3.6 19,049 15.9

06年11月 62,093 ▲ 10.2 20,808 - 07年06月 57,656 ▲ 7.1 18,369 8.3

06年12月 62,699 ▲ 11.6 21,014 - 07年07月 59,173 ▲ 5.8 17,394 0.4

07年01月 54,648 ▲ 10.1 16,476 - 07年08月 54,744 ▲ 15.5 17,479 ▲ 14.1

07年02月 53,550 ▲ 8.2 18,583 - 07年09月 56,088 ▲ 3.1 17,602 10.2
07年03月 58,534 ▲ 14.1 18,009 - 07年10月 59,370 ▲ 6.5 20,746 13.9
07年04月 61,174 ▲ 3.1 19,947 11.0

＊資料出所　…　王子製紙㈱苫小牧工場　　＊163号より原油処理実績の掲載は中止いたしました

２．土 木・建 設  の 状 況
　①　公 共 工 事  （単位：百万円・％）

苫　小　牧　市 室蘭建設管理部 室 蘭 開 発 建 設 部
金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比 金　　額 前　年　比

0 6 年 1 0 月 449 ▲ 46.6 167 ▲ 42.8 529 ▲ 65.1

0 6 年 1 1 月 122 ▲ 50.4 45 ▲ 60.5 199 12.4

0 6 年 1 2 月 96 － 16 23.1 546 －

0 7 年 0 1 月 1,360 16,900.0 26 ▲ 13.3 165 －

0 7 年 0 2 月 43 － 88 633.3 72 ▲ 88.2

0 7 年 0 3 月 626 22.3 2,060 103.6 5,725 －

0 7 年 0 4 月 0 ▲ 100.0 579 31.0 4,662 －

0 7 年 0 5 月 1,509 ▲ 12.0 571 97.6 2,406 ▲ 16.1

0 7 年 0 6 月 740 ▲ 48.9 1,770 482.2 3,105 ▲ 0.1

0 7 年 0 7 月 1,545 37.0 2,737 49.2 2,119 126.1

0 7 年 0 8 月 683 ▲ 23.5 1,040 ▲ 17.5 856 ▲ 3.9

0 7 年 0 9 月 941 57.1 966 88.7 716 ▲ 69.9

0 7 年 1 0 月 691 53.9 123 ▲ 26.3 636 20.2
＊資料出所　－　苫小牧市、室蘭建設管理部HP、室蘭開発建設部HP
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